









や､ 同じく紺紙金銀泥写本 『金剛般若経』 (同：蔵外No.311A､ 同Ｂの










本書の原典となる梵語経典 『八千頌般若経』 は､ ネパールにおいて
｢九法 (nava-dharma)｣ と称される大乗経典の一つとして数えられ(２)､
梵文写本も多く現存し(３)､ 校訂テクストもこれまでに Mitra 本 (1888)､
Wogihara 本 (1932-35)､ Vaidya 本 (1960) が出版されている(４)｡ 同
経典の原型となるものは紀元前100年から後100年の間に成立していたと
される(５)｡ 梵本からの全訳として､ エドワード・コンゼ氏による英訳




また関連文献をまとめたものもある (Beautrix 1971､ 長島1992を参照)｡
｢八千頌｣ の ｢頌｣ とは､ 32音節を一つの単位とする  loka というサ
ンスクリットの韻文の形式によるものであり､ これは量によって般若経
典を区別していることを示している(７)｡ つまり 『八千頌般若経』 の場
合､ 32×8,000音節から成ることになる｡ 般若経典の中で最大の量を誇
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るものに ｢十万頌｣ (32×100,000音節) がある｡ 最小のものに ｢二十五
頌｣ (32×25音節) があり､ これは 『般若心経』 にあたる｡
３ チベット語訳 『八千頌般若経』 について
チベット仏教の歴史は前伝期 (９世紀中頃以前) と後伝期 (11世紀中
頃以後) に分けられる｡ 『八千頌般若経』 のチベット語への翻訳は前伝
期にすでになされている｡ 例えば目録によると､ 『デンカルマ (   
(   )     )』 (９世紀初頭) No.5､ そして 『パンタンマ (           )』 (９世紀初頭) No.5にその名がある(８)｡ 後伝期ではプトン・リン
ポチェ (1290-1364) の 『仏教史 (         )』 (14世紀) No.109にそ
の名を確認することができる(９)｡
さて､ チベット語訳 『八千頌般若経』 には大別して二種の系統が現存
していることが次のように指摘されている (川合務1980a/b；拙稿2009)｡
川合氏は東洋文庫所蔵・河口慧海将来の写本大蔵経 (＝Ｔ) 所収の 『八
千頌般若経』 を調査し､ それが五大版本と呼ばれるチョーネ版 (＝Ｃ)､




まえ､ 筆者はプダク写本 (Fa, Fb, Fc の３本)､ ロンドン写本 (＝Ｌ)､
そして本稿でとりあげる東洋文庫所蔵・河口慧海将来写本 (＝Ｋ) を調
査し､ 結果として Fc 本､ Ｌ本､ Ｋ本は先のＴ本と同系統となること､
さらにチベット大蔵経論疏部 (bstan  gyur) 所収の 『世尊母随順 (                      )』 (D No.3811; P No.5209) が ｢以前の諸本 (sngon
gyi po ti rnams)｣ 等とよぶ 『八千頌般若経』 の異本がＴ本をはじめと
した現存する古形のテクストを指示していることが明らかとなった (拙




４ 東洋文庫所蔵本 (＝K本) の特徴
K本は､ 紙を合わせて補強された紺紙に金字で書写された､ いわゆる















snying po i don ston pha rol phyin pa i gzhung//
rin chen gser las khyad  phags bzhengs pa  di//
mi mchog yon btsun bkra shis ldan gyis bzhengs//














された仏典は､ 典籍の冒頭部に ｢インドの言葉で (rgya gar skad du)｣
と記してからそのタイトルをチベット文字による音写表記で示し､ 続け
て ｢チベットの言葉で (bod skad du)｣ と記してからそのチベット語
訳を示す｡ 『八千頌般若経』 の場合､ サンスクリット表記は  rya-a  as -
hasrik praj  p ramit であり､ チベット語訳では  phags pa shes rab
kyi pha rol tu phyin pa brgyad stong pa となる｡ 音写表記では諸本に
よってその表記法が異なるので以下にそれらを併記する｡ これらはすべ
て典籍の冒頭部から抜き出したものである (C1a1; D1a1; Fa1b1-2a2; Fb
1b1-2a1; Fc2a1-2; H1b1-2; K1a1-2; L1a1-2; N1a1; P1a1; S1b1; T1a1-2; U1a
1; Z1b1)｡
Ｃ： rya a  a s ha sri k pradzny p ra mi t 
Ｄ： rya a  a s ha sri k pradzny p ra mi t 
Fa： rya a  a s ha sri k pradzny p ra mi t 
Fb： rya sha ta ha sri ka pradzny p ra mi ta
Fc： rya a  a sa ha sri ka pradznya pa ra mi ta
Ｈ： rya a  a s ha sri k pradzny p ra mi t 
Ｋ：a rya a sta sa ha sri ka prad nya pa ra myi ta
Ｌ： rya a  a sa ha sri ka pradzny p ra mi t 
Ｎ： rya a  a sa ha sri k pradzny p ra mi t 
Ｐ： rya a  a s ha sri k pra dzny p ra mi t 
Ｓ： rya a  a s ha sri k pradzny p ra mi t 
Ｔ： rya a  a sa ha sri ka pradzny p ra mi ta
Ｕ： rya a  a s ha sri k pradzny p ra mi t 
Ｚ： rya a  a s ha sri k pradzny p ra mi t 
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これらのうち､ CDFaHSUZ の計７本はサンスクリットを忠実に音写
したものといえる｡ Ｐ本もこれとほぼ同じである｡ Fb 本は ｢八千｣ の
｢千｣ という言葉にあたる s ha sri k とすべき箇所を sha ta ha sri ka
と音写しているが､ これは意味が通じないので誤写と考えられる｡ 仮に
sha ta (s ) ha sri ka (←k ) として sa (正しくは s ) を補い､ 末尾の
ka を k と訂正すれば ｢十万 ( atas hasrik )｣ となり､ 『十万頌般若
経』 という別の般若経になる｡ いずれにしろ､ 経典の本文は ｢八千頌｣
であるから誤記となる｡ Ｌ本は前掲の ｢千｣ にあたる s ha sri k と




を全く用いないという点と､ 本来 p ra mi t とすべき箇所を pa ra
myi ta と記して mi にあたる箇所に ya の添足字 (ya btags) を付した
myi と表記する点の２点に特徴がある｡ 後者のような ma 字に ya btags
を付すのは敦煌文献等の古写本に見られる特徴である｡ ただし､ Ｋ本で





見られる｡ 以下に､ 章の数 ｢梵本章題：和訳 (梶山＆丹治訳による)｣






系統Ａ ｢spyad pa i le u zhes bya ba rab  byor gyi le u：行の章と
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いう須菩提の章｣
系統Ｂ ｢rnam pa thams cad mkhyen pa nyid kyi spyod pa｣ ＝梵
本
注： Ｔ本の章題が梵本と異なることが既に指摘されている (川合1980ａ
を参照)｡ さらに Fc､ Ｋ､ Ｌの３本の章題もまたＴ本と同じであるこ
と､ また 『世尊母随順 (                     )』 には､ 上記両系統
の章題を引用しつつ､ 系統Ａの ｢須菩提の章 (rab  byor gyi le u) と
いうのは以前の諸本 (sngon gyi po ti rnams) での読み｣ (D58a5-6; P
66a4-5) と言及されている (拙稿2009を参照)｡
第２章 ｢ akra：シャクラ (帝釈天)｣ ｢帝釋天主品｣
系統Ａ＝Ｂ ｢brgya byin｣ ＝梵本
第３章 ｢aprameya-gu a-dh ra a-p ramit -st pa-satk ra：知恵の完
成とストゥーパ (塔) との尊敬に無量の功徳のあること｣ ｢寶
塔功徳品｣
系統Ａ ｢dpag tu med pa i yon tan gzung ba dang / pha rol tu phyin
pa dang mchod rten la ri mor bya ba：無量の功徳の保持と､
完成と塔に対する尊敬｣
系統Ｂ ｢pha rol tu phyin pa dang mchod rten la bkur stir byed pa
gzhal du med pa i yon tan  dzin pa：完成と塔に対する尊敬
に無量の功徳があること｣
注： 系統Ａの ri mor bya ba は､ Mvy (IF 1756; S 1753) では m nan ：
尊敬｡ この語は系統Ｂの bkur stir byed pa (Mvy (IF 1765; S 1760)
では satk ra：尊敬) にあたる｡
第４章 ｢gu a-parik rtana：知恵の完成の特性の称揚｣ ｢稱讃功徳品｣
系統Ａ＝Ｂ ｢yon tan yongs su brjod pa｣ ＝梵本
第５章 ｢pu ya-pary ya：福徳を得る方法｣ ｢正福品｣
系統Ａ＝Ｂ ｢bsod nams kyi rnam grangs｣ ＝梵本
第６章 ｢anumodan -pari  man ：随喜と廻向｣ ｢隨喜迴向品｣
系統Ａ＝Ｂ ｢rjes su yi rang ba dang yongs su bsngo ba｣ ＝梵本
第７章 ｢niraya：地獄｣ ｢地獄縁品｣
系統Ａ ｢sems can dmyal ba｣
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系統Ｂ ｢dmyal ba｣
注： Mvy (IF 4750; S 4749) によると､ dmyal ba は梵語 naraka：地獄に
あたる｡ 系統ＡとＢとで訳語が若干異なっているが､ IF 本の Mvy に
よると､ レニングラード写本のみ sems can dmyal ba とする｡ つまり
それは系統Ａの訳語と一致している｡
第８章 ｢vi uddhi：清浄｣ ｢清淨品｣
系統Ａ＝Ｂ ｢rnam par dag pa｣ ＝梵本
第９章 ｢stuti：讃嘆｣ ｢歎勝品｣
系統Ａ＝Ｂ ｢bstod pa｣ ＝梵本
第10章 ｢dh ra a-gu a-parik rtana：知恵の完成を記憶する功徳の称讃｣
｢讃持品｣
系統Ａ ｢ dzin pa i phan yon：保持することの功徳｣
系統Ｂ ｢ dzin pa i yon tan yongs su brjod pa｣ ＝梵本
注： 系統Ｂは梵本と一致しているといえる｡ 一方系統Ａは称讃 (parik r-
tana; yongs su brjod pa) にあたる語を欠く｡
第11章 ｢m ra-karma：魔の所行｣ ｢惡者障法品｣
系統Ａ＝Ｂ ｢bdud kyi las｣ ＝梵本
第12章 ｢loka-sa dar ana：世界の示現｣ ｢顯示世間品｣
系統Ａ ｢ jig rten bstan pa｣ ＝梵本
系統Ｂ ｢ jig rten yang dag par ston pa｣ ＝梵本
注： 系統ＡとＢともに梵本からの訳語といえる｡ 系統Ｂでは梵語 sa dar- ana の接頭辞 sam- に対して yang dag par を付している｡ 系統Ａは
単に bstan pa とするだけであるが､ Mvy (IF 806; S 804ほか) ではこ
れを sa dar ana にあてている｡
第13章 ｢acintya：不可思議な仕事｣ ｢不思議品｣




系統Ａ ｢lha i dbang po｣
系統Ｂ ｢lha｣ ＝梵本
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注： 系統Ａでは梵語 deva にあたる lha に属格助辞＋dbang po (梵語
indra) を付す｡ つまりこれを梵語に直すと dev ndra になる｡ Mvy
(IF 3136; S 3139) でも lha i dbang po は梵語 dev ndra：天主となる｡
第16章 ｢tathat ：ものの真相｣ ｢眞如品｣
系統Ａ＝Ｂ ｢de bzhin nyid｣ ＝梵本
第17章 ｢avinivartan y k ra-li ga-nimitta：不退転の菩薩の形状とし
るしと証拠｣ ｢不退轉菩薩相品｣
系統Ａ＝Ｂ ｢phyir mi ldog pa i rnam pa dang / rtags dang / mtshan
ma｣ ＝梵本
第18章 ｢  nyat ：空性｣ ｢空性品｣
系統Ａ＝Ｂ ｢stong pa nyid｣ ＝梵本
第19章 ｢ga gadev -bhagin ：ガンガデーヴィー天女｣ ｢甚深義品｣
系統Ａ＝Ｂ ｢sring mo gang g  i lha mo｣ ＝梵本
第20章 ｢up yakau alya-m m  s ：巧みな手だての考察｣ ｢善巧方便
品｣
系統Ａ＝Ｂ ｢thabs mkhas pa la spyad pa｣ ＝梵本
第21章 ｢m ra-karma：魔の所行｣ ｢辯魔相品｣
系統Ａ＝Ｂ ｢bdud kyi las｣ ＝梵本
第22章 ｢kaly  a-mitra：善友｣ ｢善知識品｣
系統Ａ＝Ｂ ｢dge ba i bshes gnyen｣ ＝梵本
第23章 ｢ akra：シャクラ (帝釈天)｣ ｢帝釋天主讃歎品｣
系統Ａ＝Ｂ ｢brgya byin｣ ＝梵本
第24章 ｢abhim na：慢心｣ ｢増上慢品｣
系統Ａ＝Ｂ ｢mngon pa i nga rgyal｣ ＝梵本
第25章 ｢ ik  ：学習｣ ｢學品｣
系統Ａ ｢myur ba｣
系統Ｂ ｢bslab pa｣ ＝梵本
注： 系統 Ａのmyur ba は Mvy (IF6821; S6853, IF6822; S6854) では､ 梵




系統Ａ＝Ｂ ｢sgyu ma lta bu｣ ＝梵本
第27章 ｢s ra：核心｣ ｢堅固義品｣
系統Ａ＝Ｂ ｢snying po｣ ＝梵本
第28章 ｢avak r a-kusuma：アヴァキールナ・クスマ如来｣ ｢散華縁品｣
系統Ａ＝Ｂ ｢me tog bkram pa｣ ＝梵本
第29章 ｢anugama：知恵の完成への随順｣ ｢隨知品｣
系統Ａ＝Ｂ ｢rjes su rig pa｣ ＝梵本
第30章 ｢sad prarudita：サダープラルディタ菩薩｣ ｢常啼菩薩品｣
系統Ａ＝Ｂ ｢rtag tu ngu｣ ＝梵本
第31章 ｢dharmodgata：ダルモードガタ菩薩｣ ｢法上菩薩品｣
系統Ａ＝Ｂ ｢chos  phags｣ ＝梵本
第32章 ｢par ndan ：委託｣ ｢囑累品｣
系統Ａ＝Ｂ ｢yongs su gtad pa｣ ＝梵本
上記のように､ 系統ＡとＢとの間に異同がみられるのは１､ ３､ ７､
10､ 12､ 15､ 25章の７つの章題である｡ 特に第１章の章題は 『世尊母随
順』 が二種の系統それぞれの名を挙げ区別している点で興味深い｡ Ｋ本
はその中で ｢前の諸本｣ と呼ばれるもの＝系統Ａに属している｡ ネパー
ル系の梵文写本はチベット語訳 『八千頌般若経』 の系統Ｂと近似してい
ることから､ それよりも古形を保持する系統Ａに属するＫ本等はさらな
る調査が必要である｡ なお､ 本稿に [表１ チベット語訳 『八千頌般若
経』 各章所在対照表]､ [表２ チベット語訳・梵本 『八千頌般若経』 章
題対照表] を付したので参照されたい｡
４.４ 巻 (bam po) 数の記載
チベット語訳 『八千頌般若経』 は､ 系統ＡとＢともにすべて24巻本で
ある(11)｡ ただし､ 次のようにＫ本には巻数の表記に誤記や脱落が認め
られる｡
たとえば､ bam po bzhi (巻四) と記すべき箇所に bam po gsum
(巻三) と記し､ 続けて bam po lnga (巻五) と記すべき箇所に bam




箇所に ｢巻 (bam po)｣ とは記すものの､ 巻数自体を記さなくなってし
まうのは､ 巻三と記すべき箇所を書写しなかったために巻数表記にずれ
が生じてしまったことに起因するのであろう｡ このように巻四と巻五を
誤記し､ それによって巻六から八までが ｢巻｣ とのみ記載され､ 巻九か
ら十二と記載されるべき場所まで ｢巻｣ の記載が消失する｡ 巻十三と十
四は ｢巻｣ とのみ記し､ 巻十五と記すべき箇所は何も記載されず､ 巻十
六とすべき箇所に巻十五と誤記している｡ そして巻十七から最後の巻二
十四までは巻の記載がない｡ 以上をその所在とともに表にまとめると
[表３ 巻 (bam po) 数の記載状況一覧表] となる｡
５ おわりに
本稿では､ 他の版本・写本との比較を通して､ 東洋文庫所蔵・河口慧
海将来チベット語訳 『八千頌般若経』 (＝Ｋ本) の特徴を示した｡ 全体
として状態の良い紺紙金泥写本であること､ 一組の装飾された経帙板と
紐を有していること (本稿４.１) は特筆すべき点である｡ また内容と
して巻数の表記に誤記が見られる (同４.４) ものの､ 経典の本文は古






Cone No.1001 (＝C); Derge No.12 (＝D); Phug brag No.838 (＝Fa);
Phug brag No.839 (＝Fb); Phug brag No.840 (＝Fc); Lhasa No.11
(＝H)；蔵外 (Toyo Bunko) No.334 (＝K); London No.647 (＝L);
Narthang No.13 (＝N); Stog Palace No.15 (＝S); Peking No.734(＝






施護訳 『佛母出生三法藏般若波羅蜜多經』 (『大正新脩大蔵経』 No.228,
vol.8) ＝ 『佛母』
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注




(２) 田中1998､ 117 ｢九法宝｣ の項を参照｡ ① 『方広大荘厳経』 ② 『月灯三
昧経』 ③ 『入楞伽経』 ④ 『八千頌般若経』 ⑤ 『華厳経』 ｢入法界品｣ ⑥
『法華経』 ⑦ 『十地経』 ⑧ 『金光明経』 ⑨ 『如来秘密経』｡
(３) 河口慧海将来の梵文写本は東京大学､ 東洋文庫に所蔵されている｡ 東京
大学所蔵梵文写本は河口のほかに高楠順次郎 (1866-1945) 将来梵文写
本より構成される｡ 『八千頌般若経』 も両者によって将来されたものが





(４) 現在までに Mitra 1888､ Wogihara 1932-35､ Vaidya 1960の三種が出版
されている｡
(５) Conze は般若経の発展期を四期に区分した上で 『八千頌般若経』 をそ
13
の中の第一期､ つまり最古のテクストと位置付けている (Conze 1978 1-
18)｡ しかしながら Schopen が指摘するように､ 碑文資料によるかぎり
｢八千頌｣ と明記される般若経は後期パーラ王朝 (後11-12世紀) にはじ
めてあらわれる (ショペン [小谷訳] 2000, 1-30)｡ また漢文資料にて偈
頌による区分が見出されるのは唐代の玄奘 (後７世紀) 以後である (拙
稿2008)｡ さらに Sander が指摘するように､ 近年公にされたクシャー
ナ期のものと推定されるスコイエン・コレクション所収の般若経写本
(後２-３世紀) はその内容から 『八千頌般若経』 に比定されるも､ 章題
が回収される唯一の箇所によると､ 同写本は自身のことを 『八千頌』 と




(６) (ａ) 後漢 支婁迦讖訳 『道行般若經』 十巻 (『大正新脩大蔵経』 No.224,
vol.8)
(ｂ) 呉 支謙訳 『大明度無極經』 六巻 (同上 No.225, vol.8)
(ｃ) 秦 曇摩 卑・竺佛念訳 『摩訶般若波羅蜜鈔經』 五巻 (同上 No.226,
vol.8)
(ｄ) 後秦 鳩摩羅什訳 『摩訶般若波羅蜜經』 十巻 (同上 No.227, vol.8)
(ｅ) 唐 玄奘訳 『大般若波羅蜜多經 (第四會)』 十八巻 (同上 No.220
(4), vol.7)
(ｆ) 唐 玄奘訳 『大般若波羅蜜多經 (第五會)』 十巻 (同上 No.220 (5),
vol.7)
(ｇ) 宋 施護訳 『佛母出生三法藏般若波羅蜜多經』 二十五巻 (同上
No.228, vol.8)
(７) ミトラは 『八千頌般若経』 の正確な  loka の数を数え､ 8190  loka とし
ている (Mitra 1882, 183)｡
(８)    (   )      No. 5:  Phags pa brgyad stong pa / shlo ka brgyad
stong / bam po nyi shu rtsa bzhi＊ dang / shlo ka brgya / (＊GNP
nyi shu rtsa bzhi; CD nyi shu rtsa drug) Lalou 1953；芳村1974；
Herrmann-Pfandt 2008を参照｡            No. 5: (4-3)  Phags pa
14
shes rab kyi pha rol du phyin pa brgyad stong pa 24 bp. 川越2005を
参照｡
(９) プトン目録 No.109: brGyad stong pa 24 bp. rNgog chen po la sogs pa i gyur /西岡1980を参照｡
(10) チベットの装飾経については森岡1970参照｡
河口慧海による第１回チベット旅行 (1900-02) の際に入手された文
献リストが､ その書誌情報とともに Walsh によって公表されている
(Cf. 東洋文庫2002, 1)｡ その中の No.64に 『八千頌般若経』 の名を確認
することができる (Walsh 1904, 169)｡ 現在､ 東洋文庫が所蔵する河口
慧海将来による 『八千頌般若経』 には､ 本稿でとりあげている蔵外 No.
334 (略号Ｋ) と蔵外 No.309 (略号Ｚ＝大正大学図書館所蔵・金子良太
文庫所収のものと同本) の二点がある｡ しかし､ それらの書誌情報は
Walsh のリストに記載されるものとは一致しない｡ ところが､ 同リス




なお､ 河口慧海自身による ｢鑑定書 (西蔵文般若八千偈經)｣ が残さ
れているが､ 葉数を ｢三百六丁｣ としていることからこの鑑定書はＫ本
(全289葉) に対するものではない (河口2004)｡
(11) 先述したようにデンカルマのＤ本とＣ本はこれを26巻としている｡ ただ










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































[表２ チベット語訳・梵本 『八千頌般若経』 章題対照表]
系統Ａ 系統Ｂ 梵本
FcＫＬＴ ＣＤFaFbＮＰＳＵＺ ＭＶＷ
１ spyad pa [ i le u zhes
bya ba rab  byor gyi
le u] rnam pa thams cadmkhyen pa nyid kyispyod pa sarv k raj at cary 
２ brgya byin  akra
３ dpag tu med pa i yon
tan gzung ba dang /
pha rol tu phyin pa
dang mchod rten la ri
mor bya ba
pha rol tu phyin pa
dang mchod rten la
bkur stir byedpagzhal
du med pa i yon tan dzin pa aprameya-gu a-dh ra- a-p ramit -st pa-satk ra
４ yon tan yongs su brjod pa gu a-parik rtana
５ bsod nams kyi rnam grangs pu ya-pary ya
６ rjes su yi rang ba dang yongs su bsngo ba anumodan -pari  ma-
n 
７ sems can dmyal ba dmyal ba niraya
８ rnam par dag pa vi uddhi
９ bstod pa stuti




11 bdud kyi las m ra-karma
12  jig rten bstan pa  jig rten yang dag par
ston pa
loka-sa dar ana
13 bsam gyis mi khyab pa acintya
14 dpe aupamya
15 lha i dbang po lha deva
16 de bzhin nyid tathat 




18 stong pa nyid   nyat 
19 sring mo gang g  i lha mo ga gadev -bhagin 
20 thabs mkhas pa la spyad pa up yakau alya-m m - s 
21 bdud kyi las m ra-karma
22 dge ba i bshes gnyen kaly  a-mitra
23 brgya byin  akra
24 mngon pa i nga rgyal abhim na
25 myur ba bslab pa  ik  
26 sgyu ma lta bu m yopama
27 snying po s ra
28 me tog bkram pa avak r a-kusuma
29 rjes su rig pa anugama
30 rtag tu ngu sad prarudita
31 chos  phags dharmodgata
32 yongs su gtad pa par ndan 
M＝Mitra 1888; V＝Vaidya 1960; W＝Wogihara 1932-35.
18
[表３ 巻 (bam po) 数の記載状況一覧表]




４ □ 43a3 bam po 3と誤記
５ □ 55a1 bam po 4と誤記
６ △ 67b6 bam po とのみ表記
７ △ 78a8 bam po とのみ表記





13 △ 149a2 bam po とのみ表記
14 △ 159b4 bam po とのみ表記
15 × [169b8]














所在の項の [ ] は､ 他の諸本との比較により､
本来巻数が記載されるべき場所を筆者が補って示
したもの
